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＜連絡事項＞
・特になし

＜入室状況＞
・小笠原　芳明様　A9号室→C5号室
・小栗　健太郎様　A10号室→A13号室
・北村　奈美様　A15号室→A10号室

＜転入＞
・泉川　ケイ子様　A15号室

＜患者様連絡事項＞
・小栗　健太郎様～田名部Dr診察にて隔離解除。

・北村　奈美様～田名部Dr診察にて他者への干渉行為や脱衣するなどの抑制欠如した行動が目立ち、他患者への迷惑行為になるおそれが高いため終日隔離開始。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察実施。開放観察中、他室侵入を繰り返し早めに開放観察終了している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。妄想言動聞かれ壁蹴りあるも長続きはしない。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・庭田　久美子様～終日隔離中。本人希望にて都度頓服薬使用している。操作的言動。聞かれず。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・寺井　のり子様～身体拘束中。バイタルサイン著変なし。拘束部位の循環障害、皮膚トラブルなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・北村　奈美様～田名部Dr診察にて他者への干渉行為や脱衣するなどの抑制欠如した行動が目立ち、他患者への迷惑行為になるおそれが高いため終日隔離開始。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜柞木田Dr診察情報＞
・伊藤 正明様～診察時、不眠時薬を毎日服用できるように処方してほしいと希望あり、臨時薬にデエビゴ（2.5）１T追加となっている。また心理検査終了したら西病棟へ転出可と指示あり。本人様よりスマホ使用希望あるも主治医より西病棟へ転出後となると説明している。
・磯嶋 茜様～診察時、主治医より毎月生理がきているか把握したいので、きたら毎回スタッフへ報告するようにと説明している。

・田村 智美様～診察時流涎が著明であり、薬剤調整実施（インヴェガ減量、オランザピン追加）。

・塚本 倉藏様～臨時薬、ビムパット、ユベラ、ジピリダモール、カマ、ベオーバ、ランソプラゾールのみ継続処方あり。不眠があれば、不眠時の使用するようにとのこと。

・滝田 英人様～診察時腰痛訴えカロナール追加処方している。

・和田 昌様～診察時、便秘、流涎、排尿障害の訴えあり、臨時薬に麻子仁丸エキス顆粒追加、コントミン減量している。

・豊田 建世様～臨時薬同内容にて継続処方。主治医より西病棟へ転出可と指示あり。転出し施設入所を目指していくこととし、施設入所が難しければ転院も検討していくとのこと。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和7年1月28日　15:07
氏　　名：羽瀬 真智子（はせ　まちこ）様
生年月日：昭和47年6月27日(52歳)
病　　名：急性一過性精神病性障害
性　　別：女性
主 治 医：小栁Dr.
入院形態：医療保護入院
[bookmark: _GoBack]病　　棟：東病棟Aユニット16号室

＜経過＞　
八戸市にて双生児の長子として出生。28歳で結婚後、1子をもうけ、夫と長男との3人
暮らしであった。令和6年秋に長男が鼻の整形手術を受けた後に本人の不安・不眠を認
め、同年11月13日に柏崎メディカルクリニックを受診、不安障害と診断。同年12月
に入ると夜間に大声を上げる、奇異行動もみられるようになり、同月17日にさくら病
院を受診、急性一過性精神病性障害の診断で、同日医療保護入院。落ち着かず、環境
に対する恐怖感などがあり、入院同意者であった夫が本人の退院を希望。主治医面談
を実施し、入院継続の必要性を説明したものの、意向は変わらずさくら病院へ再入院
することはない約束の下R7.1.16退院。退院後も落ち着きのなさ、常にソワソワして動
いている、叫ぶことがあり、家族からは自宅での対応が難しいとの話が聞かれていた
。別医療機関への転医を勧められており、当院へ相談あり受診となる。診察の結果、
入院治療が必要と判断され、夫様の同意の下、15:07東病棟Aユニットへ医療保護入院
となる。

